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Ⅸc[m/s］ 9.35 9.63 1０．３８ 1０．４１ 11.02 １１．２６
w】[％］ 55.8 5２．８ 5４．３ ４５．６ 539 54.9
ｗ２Ｈ 46.8 41.4 4２．７ 34.8 3７．３ 42.6
Ｍ[kg/h］ 22.： 26.4 1５．４ １７‘０ 23.0 23.9




"c[m/S］ 9.35 9.63 10.38 1０．４１ 1１．０２ 11.26
軌。C] 31.9 ３１．２ 3０６ ３２．１ 29.6 3０．１
の[％］ ９９ 9９ 9９ ８ 9４ 9９
ここで，添え字ｇ:乾燥器から排出される空気番号巾
乾燥器から排出される空気の相対湿度
Fig.４Appearanceofbridge
6・結言
木質燃料ボイラーの開発の一環として，樹皮のチ
ップ材であるパーク材を燃料とするボイラーの性能
558
試験とパーク材を排気ガスにより減湿させる乾燥器
の開発を試みた．乾燥器としての可能'性は認められ
たものの改善すべき問題が明らかとなった．以下に
ボイラーの性能と，乾燥器の改善すべき問題を示す．
l）本実験で使用したボイラーは空気過剰率1.5～
２．２で運転することが望ましい．
2）NOxの排出量は基準値を下回っている．
3）空気過剰率1.84で熱効率84.2[％]，熱出力
173.59[kＷ]の性能が出る．
4）排気ガスからより高い熱量を回収すべく熱交換
器の改良が必要である．
5）乾燥器内でのブリッジ形成対策が急務である．
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